
|拘わる記録は残りやすいはずである。吉備池廃寺を、史

料上の寺院の中に求めうる可能件.は高い内
〈だらのお必

そこで、有力な候補として浮上して くるのが、百済大
でら

寺である。この寺は、 r日本i!st紀』とr大安寺伽藍縁起弁

流記資財帳J (以下 r縁起J)が、 ともに釘明11年 (639)

の発願と伝える、日本最初の勅願寺であった。寺地の移
たけちの必j;でら

転を伴う被雑な沿革をたどるが、その法燈は、高市大寺・

大官大寺を経て、今の大安寺に伝わる。

百済大寺の所在については、現在の広陵町百済周辺に

比定するのが通説だが、 この一帯で、それに該当す る遺

構や瓦の出土は全く知られていない。一方、香久山の西

北麓一帯に百済大寺を比定する見解もあり(和国王手「百

済宮再考j r季刊明日香風』第12号 1984年ほか)、木之

本廃寺はその有力な候補となっていた。従来から、木之

本廃寺の軒瓦 (=吉備池廃寺の軒瓦)については、百済

大寺のものとする見解が有力だったのである(山崎信二

「後期古墳と飛鳥白凪寺院j r文化財論叢J 1983年、大脇

潔 r飛鳥の寺J1989年ほか)。

軒瓦から見た吉備池廃寺の年代lま、まさしく百済大寺

の年代と合致する。というより、現状で、百済大寺の瓦

はこれ以外に求めがたいのである。 この軒瓦を出土する

遺跡は、いずれも、今まで寺院跡としての明証を欠いて

いたが、それが造構として、 しかも並外れた規模のもの

と確認された以上、吉備池廃寺を百済大寺と見る説l立、

考古学的にかなりの説得力をもっ といってよい。

また 『縁起』によれば、百済大寺は、天武2年 (673)

に高市の地に移建され、同市大寺となった。r日本型-紀』

も同年の造高市大寺司任命を伝えている。 そして、 ニれ

らも、吉備池廃寺が短期間のうちに他へ移転したという

知見と符合するのである。

なお、その場合、吉侃'l ì-tl!.lJ~寺と同箔の軒瓦を出土する

木之本廃寺は、高市大寺の有力候補となる。木之本廃寺

を百済大寺に比定するしその近辺に求めざるをえない

高市大寺 とが、あまりに近接した位世関係となってしま

う。あえて移転する意味があったとは思われない。 また、

木之本廃寺周辺は、十市~UIt高市郡の1"1界が錯綜してお

り、古代にいずれに属 したか即断できないが、吉備池廃

寺の地が-1'.1:して十市若11に属したこと は、 IJば縫いない。

吉備池廃寺を高市大寺にあてるのは困難である。

このほかにふ吉備池脱寺の周辺には、「カウベ」や「コ

テベjr日昔Iljといった地名があり(極考研編 『大和国粂

呈復原因J1980年)、 r縁起』や 『日本三代実録』の記事

から百済大寺近傍にあった tみられる「子部社j r子部大

神j tの関連を うかがわせる。 また、金堂の南方では、

過去の発掘で旧河道を検出しており(前回実知雄 「橋本

冠名遺跡発掘調査概報j r奈良県遺跡悶査概報 1984年

度J1985年)、 『日本音:紀Jr縁起』がともに百済大寺の所

在を 「百済川の{ftlJjt伝える記事との関係も注意される。

以上のことから、なおI:rl題とすべき点は少なくないが、

吉備池B~寺が百済大寺である蓋然性は、きわめて高い と

考える。史料との整合性舎はじめ、残された課題につい

ては、伽艶全体の解明とともに今後の解決に委ね、ここ

では、ひとまず吉備池騎手Fを百済大寺にあてる仮説を提

示しておく ことにしたい。 (小津毅/史料瓦:佐Jli)

表B その他の発錦繍筆者証要

次数 地 区 傑 要

藤原宮78-10 藤原宮西而外i豪 外i衰の一部とみられる1lj'灰色粕土と徴砂府の互熔を確認。
11 81 藤原京右京;ー粂ー幼 坪内の東西道路や小波紋建物群、弁戸なEを検出。工房関係の造物も出土した。
11 81・2 篠原宮*方官1市街地区 丸太と石で綾j詳した南北i務1、井戸l、土坑2なE江戸時代の泣械を検出。
11 81-3 藤原宮西方g"術I街地区 中1止の制l溝、土坑など検出。藤原宮IVIの遺情なし。
11 81-4 藤原宮西方官術商j也区 中世の制IJm~検出。藤原宮拘!の遺椛なし。
11 81-5 藤原京右京五条ニ妨 中・近f止の細泌を多数検出。一部織り下げ、藤原宮WIの包合加や、 7世紀代の削減なEを陥認。
11 81-9 奥山久米寺双方 河川による堆績を確認。顕著な遺精なし。

11 81-10 藤原宮東方1ミ・11f;北地区 地裁下約0.65mで、 12世紀後半の南北清2と円形土坑2を検出。藤原宮WIの遺構I.t.不明。
11 81・11 藤原束、左京六条ニ坊 香久山函ul!の低l也で、 m状)jg析をli(tim.r地安i也」と|則元I!するか。
11 81-12 藤原宮東1;官llH南J也区 近世以降の土坑2、hY/.1 な!:"~検出。 日露関宮J切の逃梢而lま IYllljZされている 。

11 81・13 藤原京左京七条ニ坊 古代の土坑l、14世紀代の瓦器をともなう土坑6なEを検出。
11 81-15 藤原京左京六条ニ幼 藤原宮期の主主穴2なEの検出。
飛鳥寺1996-2 飛鳥寺東南部 中・近1止の土坑数ー基を検出。飛鳥寺所用瓦も出土。

石神遺跡1996-1 石神遺跡、 lIJi~な遺構なし 。

92 ~詩文研年型1/1997・II


